
評価結果総括表　（2013年暫定版）

スコア平均　4.07 スコア平均　2.83 スコア平均2.88

スコア平均2.12

L．環境負荷（CO2排出量） 推進ボードからのコメント 推進委員会からのコメント
　フロー評価では、全体的に遅れが目立つ。環境では市自身
の取り組みは一定の進展をみた反面、連携する民間企業の
事業拡張次第の面が強い。社会では意識調査の予定が26FY
であり、進捗状況は判然としない。
　ストック評価では現状環境や生活環境を中心に良好な水準
にあるが、社会活力の低さが気になる。社会価値面でのフ
ローを強化し、中長期的にストック水準の維持向上を図る方
策が求められる。この点に関しては、観光客入込数が計画を
上回るペースで増加しているのは好材料といえる。歴史環境
を活かすまちづくりのコンセプトの早期確立に期待したい。

■地域医療をアピール材料にすると、より釜石らしさが出て良いのでは
ないか。
■釜石市を被災地の先導都市として期待している。
■被災の状況は理解した上で、よりスピーディーな事業進捗が求めら
れる。

Q3．経済的価値

                                     ストック評価結果（CASBEE都市評価（統計データ））  ※統計データは2010年のもの。都市の現状値を評価

Q1．環境的価値 Q2．社会的価値 Q3．経済的価値

Q1．環境的価値 Q2．社会的価値

本年度達成度平均 33.3 % 本年度達成度平均　― 本年度達成度平均　―

本年度の対5年目標達成度平均 6.7 % 本年度の対5年目標達成度平均　― 本年度の対5年目標達成度平均　―

岩手県
釜石市

フロー評価結果（取組進捗評価（自主評価））

人口：37,161人（平成24年3月末現在）
世帯数：16,986世帯（平成24年3月末現在）
面積：101.86km2（うち森林面積27.66ｋ㎡）

平成２４年度の
取組の都市総括

環境的価値の向上については、市スマートコミュニティ基本計画を策定するとともに、複数の先導プロジェクトの実現に向けて調査検討を開始した。
社会的価値の向上については、医療情報ネットワークの第２フェーズとなる病院と診療所間の情報サービスが稼働し、地域包括ケアの実現に一歩近づい
た。
経済的価値の向上については、製鐵関連産業遺産の世界遺産登録とラグビーＷ杯誘致に向けた活動、並びに震災メモリアルパークの整備に向けた検討
を継続し、これらを包括するフィールドミュージアム構想の具体化を進めた。
総合的に、復旧復興事業と整合を図りつつ、環境未来都市構想の推進を着実に進めることができた。
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評価指標リスト

指標01 環境 地域内発電能力（kw）

指標02 環境 地域内発電量のうち再生可能エネルギーの割合（％）

指標03 環境 スマートコミュニティモデル集落数（集落）

指標04 社会 定年退職後の仕事の満足度（％）

指標05 社会 65歳以上の就業者の割合（％）

指標06 社会 暮らしやすいと思う人の割合（％）

指標番号 価値分類 評価指標



作成日：平成25年５月30日
作成者（部署／氏名）：釜石市リーディング事業推進室／宮本光
承認者（部署／氏名）：釜石市リーディング事業推進室／平松福壽

確認

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

■フローの進捗がやや遅れがちな印象を受ける。連動する民間企業の影響であると推察されるが、自治体内でプロジェクトマネージャー等を設定し、
確実な実行を心掛けて欲しい。
■参加主体が多くなれば、その分プロジェクトの進行は遅れがちになる。自治体が責任を持って、各プロジェクトの進捗を管理した方が良い。

⑧その他
代表者による全体評価のプロセスが構築され、かつ実行している。

是正処置への対応の詳細

代表者による確認

推進ボードによる確認
復興まちづくり計画と環境未来都市構想を同軌させ、既存の協議会というインフラを活用するなど、合理的な推進体制を構築しているが、総合調整や
進捗管理上重要な役割を果たすプロジェクトマネジャーが未だ選定されていない点は問題。また、民間事業者によるプロジェクトについて、推進組織
の関与が判然としないため、進捗報告などPDCAのあり方について検討することが望ましい。

推進委員会による確認

⑦代表者による全体の評
価と見直し 代表者による全体評価のプロセスが構築され、かつ実行している。

代表者による全体評価において評価すべき項目が決められている

前回の代表者による全体評価での指示事項は全て実行されている。

⑥取組状況の定期的な確
認並びに問題の是正およ
び予防

計画の中で、定期的（1回／年）に「取組評価」の自主評価が明文化さ
れ、かつ実行している。

定期的（1回／年）な自主評価の結果、目標の達成が難しいと判断され
た取組に対しては確実に是正処置を施すよう、その確認をする責任者
が決められている。

計画の中で、毎年ＰＤＣＡサイクルを回すための取組執行体制に係わ
る自己チェックリストの自主評価が明文化され、かつ実行している。

⑤関連文書の記録・作成 文書の作成者、承認者が決まっている。また文書・記録の管理を実施
する責任者が決まっており、明文化されている。

作成された文書・記録の保管場所・保管期間が決まっており、関係者に
周知徹底されている。

ウェブサイト等のＩＣＴを活用した情報開示を行っている。

④関係者の参画 全体計画の立案から、その実行、見直しの全てのフェーズにおいて関
係者が参画している。

環境未来都市計画において各取組に参画が必要な関係者が特定され
ており、明文化されている。

③都市間連携・ネットワー
クの有効活用

北九州市とスマコミに関して連携をしている、もしくは今後連携を予定し
ている。

成功事例を他へ展開するために視察の受入を構築している、もしくは
今後構築を予定している。

②実施体制の構築 構成員間の役割分担・責任分担が明文化された体制図が作成されて
いる。

部局間、事業間の連携を図るために仕組みづくり（会議運営等、各都
市で具体的な内容を明記）が検討されており、かつ実行されている。

環境未来都市　ＰＤＣＡサイクルを回すための取組執行体制に係わる自己チェックリスト

確認事項 チェック項目 確認根拠 是正処置
①環境未来都市計画及び
目標の策定

環境未来都市計画の各取組に中長期（5年後）および単年度（1年後）
の目標が設定されている。

環境未来都市計画書

全ての目標値は定量的に評価できる。定量的に評価できない目標値
は、その進捗を計測する代替手段がある。

全ての取組においては責任者が定められており、明文化されている。



（参考）取組進捗状況一覧

都市名 取組番号 取組 指標番号 評価指標 価値分類 評価方法 基準値
1年目の
目標値

2年目の
目標値

3年目の
目標値

4年目の
目標値

5年目の
目標値

1年目の
目標値

1年目の
実績値

単年度の
達成度

5年目標に
対する達成

度
進捗状況説明

指標01 地域内発電能力（kw） 環境 定量評価 181,470 240,000 240,000 240,000 181,470 0.0% 0.0% 民間企業の事業拡張による増加を見込んでいる。

指標02 地域内発電量のうち再生可能エネルギーの割合（％） 環境 定量評価 25 45 45 45 25 0.0% 0.0% 指標01と連動

指標03 スマートコミュニティモデル集落数（集落） 環境 進捗率評価 -
ＦＳ調査の

実施
導入集落の

選定
詳細設計 1

ＦＳ調査の
実施

ＦＳ調査実
施済

100.0% 20.0% 5年計画の1年目が順調に進捗したため、進捗率を20%とした。

指標01 地域内発電能力（kw） 環境 定量評価 181,470 240,000 240,000 240,000 181,470 0.0% 0.0% 民間企業の事業拡張による増加を見込んでいる。

指標02 地域内発電量のうち再生可能エネルギーの割合（％） 環境 定量評価 25 45 45 45 25 0.0% 0.0% 指標01と連動

指標03 スマートコミュニティモデル集落数（集落） 環境 進捗率評価 -
ＦＳ調査の

実施
導入集落の

選定
詳細設計 1

ＦＳ調査の
実施

ＦＳ調査実
施済

100.0% 20.0% 5年計画の1年目が順調に進捗したため、進捗率を20%とした。

指標04 定年退職後の仕事の満足度（％） 社会 定量評価 16.1 16.1 26.6 16.1 16.1 N.A. N.A.
5年に1度のアンケート調査により算出。（前回調査は平成21年10月、
次回は平成26年頃実施予定）

指標05 65歳以上の就業者の割合（％） 社会 定量評価 12.2 12.2 13.7 12.2 12.2 N.A. N.A.
5年に1度のアンケート調査により算出。（前回調査は平成21年10月、
次回は平成26年頃実施予定）

指標06 暮らしやすいと思う人の割合（％） 社会 定量評価 36.5 36.5 47.5 36.5 36.5 N.A. N.A.
5年に1度のアンケート調査により算出。（前回調査は平成21年10月、
次回は平成26年頃実施予定）

指標07 釜石に住み続けたいと思う市民割合（％） その他 定量評価 64 64 80 64 64 N.A. N.A.
5年に1度のアンケート調査により算出。（前回調査は平成21年10月、
次回は平成26年頃実施予定）

指標08 スポーツを楽しめる環境への市民満足度（％） その他 定量評価 33 33 50 33 33 N.A. N.A.
5年に1度のアンケート調査により算出。（前回調査は平成21年10月、
次回は平成26年頃実施予定）

指標09 釜石市来訪者数（観光客入込数）（万人） その他 定量評価 0 95.6 110 95.6 53.7 56.2% 48.8%

岩手県
釜石市

取組01

取組02

取組03

環境未来都市計画での記載内容 1年目（2012年度）の達成状況

取組04

エネルギー地産地消の推進

多様なエネルギー環境を活かした産業創出

産業福祉都市かまいしの構築

歴史環境を活かすまちづくり
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